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④組織全体で取り組んだ活動

小野　雄太郎

取り組種別 問題解決型

小野　雄太郎　（理学療法士）

小針　正人

星　剛貴 事務

渡部　糸子 看護師

薄井　智美 看護師

理学療法士

作業療法士阿部　未来

石野　睦美 事務

看護師

看護師

疋田　俊江

池川　彩

大渕　靖世

令和5年4月　～　11月

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施
前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）
病棟業務における経管バッグ・シリンジ・処置用テープ類の使用金額を削減する。比較時期は令和4年6～7
月と令和5年7～8月とする。比較理由は、平均患者数が同水準である連続した2カ月間であり、かつ経管栄養
を必要とする患者が平均14人と同水準であること。
（目標値）
上記期間における昨年度と今年度の使用金額を比較し、50％削減を目標とする。令和5年11月までに標準化
する。

①経管バッグ・シリンジの比較：内容量1200ｍｌを、500ｍｌに変更。シリンジも、より安価なものへ変更。
②テープ関係の比較：サイズを統一して使用するように変更。
③選定の為のサンプル：サンプルを取り寄せ、病棟スタッフが使用感を確認。1～2週間のサンプル期間を通
じ、問題なければ使用開始とした。
④コスト削減の啓蒙：院内にコスト削減のポスターを掲示。
⑤事務部門による使用金額管理表を改善。

（実施前）経管物品・テープ類に関して、258392円の使用金額が発生していた。

（実施後）上記内容を52809円まで使用金額を削減。80％のコスト削減に至る。対策実施後のアンケート調査
から、コスト削減の意識が大幅に改善し、業務内容にも大きな変化は見られなかった。また、医療消耗品に限
らず、一般消耗品の取り扱いについても意識の変化が見られた。

①経管バッグ・シリンジ・テープ類の取り扱いに関するマニュアルを更新し、新しく入職するスタッフもスムーズ
に業務が出来るようにした。
②事務部門による払い出し管理表を継続して利用することにした。
③病棟在庫が過剰になりすぎないように、必要最小限のストックをするように調整した。

阿部
あべ

　未来
みく

　（作業療法士）いわき湯本病院

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

①診療部門

②支援部門

③管理部門

リーダー名
（職種）

回

活動期間
看護師

医師

施設名

演題名 病棟業務における医療消耗品の見直し

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

当院における医療消耗品費、一般消耗品費、衛生費を確認した所、価格高騰の影響を大きく受けていること
が分かった。コロナウイルスの流行による病棟閉鎖などにより、衛生費は月毎に変動が大きく管理が難しいた
め、医療消耗品にターゲットを絞った。医療消耗品の中でコストがかかる物品を調べた所、経管栄養に関わる
物品と、処置に関わる物品の割合が高いことが判明。これらのコスト削減をすることを目標にTQM活動を実施
した。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 5



【現状把握】

【目標設定】
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【対策の立案】

【効果の確認】

【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め 】

【対策の実施】

※合計3ページを使って、【現状把握】から【反省と今後の進め
 】までの、要点を記載くだ い。なお、ここで記載 れたとお
りに抄録に反映 れます。誤字脱字や体裁に気をつけてくだ
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 経管バッグの比較

対策実施前 対策実施後
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 価：   円

内容量
     

 価：   円

 テープ類関係

【変更前】

 着  

        円

          円

         円

フ ルム  ッシング

           円

           円

【変更後】

 着  

          円

フ ルム  ッシング

           円

対策実施 シリンジ関係

変更後 価変更前価格

    円  円シリンジ     

    円    円シリンジ     

    円    円シリンジ     

    円    円シリンジ     

⑥事務部門による使用金額管理表を改善
【昨年度】

全体数の把握のみ

【今年度】

各部署毎の払い出し量と使用量を細かく確認できる

ように、Excelシートの改善を実施
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 コスト削減の啓蒙

 院内に医療消耗品の  と 価を掲示

   費などの月別 ータなども せて掲示することで、コストを意識できる
ように  

 掲示場所は、スタッフ全 が見れるようにタイムカー の上に掲示

 選定の為のサンプル

事務部門による業者の選定を行
い、経管バッグのサイズが変更で
きるか調査

病棟看護師による使用感の確認
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業務に問題がないことを確認して
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【効果の確認】

【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め 】

【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め 】

79%削減 80%削減
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【標準化と管理の定着】

【反省と今後の展望】
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今後も価格上 により、医療消耗品・一般消耗品の費用が高くなることが予測 れる。今回の取り組みを活かし、

定期 な物品の見直しを継続する。


